スタートページによるWebサイト評価分析―アクセスログにもとづくインターネットマーケティング― by 金子 武久















ている。例えば，博報堂 DYの調査 3）によると，東京在住の人が PCを通じ
てインターネットを利用する時間は平均すると 2008 年に 59.4 分，2009 年に
67.6 分，2010 年に 77.4 分であった。また，携帯端末を通じてインターネッ




















































































図表 1－ 1　アクセスログデータ 14）






































図表 2－ 1　基本集計データ 23）













































2 － 3．DEMATEL によるスタートページ別到達ページ領域の把握
　スタート件数が比較的多くて遷移アトラクションが低いページに焦点をあ
て，そのページを起点とするセッション履歴にもとづいて遷移行列を構成し，
これに対して DEMATEL（DEcision MAking Trial and Evaluation Laboratory）





2 － 3－ 1．DEMATEL の概要 24）
　Webページの遷移について DEMATELを使って分析をするため，その概
要についてここで説明する。まず，遷移行列として Bを次のように定義する。
遷移行列 B＝｛bij｝，ただし i, j＝ 1, 2,…,　n





10 種類あったとすると，それぞれに対応した遷移行列 Bが 10 個生成される
ことになる。
　続いて，遷移行列 Bを規格化した Pを定義する。
遷移行列の規格化 P＝ λB，ただし，λ＝ 1／ max (B・1)
　ここで 1は全成分が 1となっている列ベクトルを表す。max (B・1)は遷





　Pxは Pの x乗，(I－ P)－ 1 は (I－ P)の逆行列，Iは単位行列を表してい
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る。なお，直接遷移を表す P1 ＝ Pは 1次効果と呼ばれる。また，間接遷移
を表す P2 ＝ PPは 2次効果，P3 ＝ PPPは 3次効果， は x次効
果と呼ばれる。
　DEMATELは遷移行列 Bによる全ての次数の効果の合計を扱い，極限的
な遷移状態は P(I－ P)－ 1 として表現される。
　ここで，P(I－ P)－ 1 の行和ベクトルと列和ベクトルを求める。
行和ベクトル：D＝ P(I－ P)－ 1・1，列和ベクトル：R＝(P(I－ P)－ 1)T・1
　なお，Tは転置を表す。行和と列和ベクトルから図表 2－ 3のような 2軸







析で指摘されたスタートページごとに図表 2－ 3 のような DEMATELグラ
フを作成して当該Webサイトの全ページを位置づけ，続いて両軸の原点に
多くのWebページが密集しているかどうかでスタートページとしての問題
図表 2－ 3　DEMATEL による位置づけ
̶  99  ̶
スタートページによるWebサイト評価分析（金子）
の有無を把握する。
2 － 3－ 2．分析事例
　以下に DEMATELグラフ図 2 － 3 の具体的な分析例を図表 2 － 4 から 2
－ 15 に示しておいた。これらの図にもとづき，スタートページとしての問
題については図表 2－ 16 にまとめておいた。
図表 2－ 4　Web ページ ID1 番 図表 2－ 5　Web ページ ID3 番
図表 2－ 6　Web ページ ID8 番 図表 2－ 7　Web ページ ID9 番
図表 2－ 8　Web ページ ID13 番 図表 2－ 9　Web ページ ID18 番
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図表 2－ 10　Web ページ ID22 番 図表 2－ 11　Web ページ ID23 番
図表 2－ 12　Web ページ ID24 番 図表 2－ 13　Web ページ ID26 番
図表 2－ 14　Web ページ ID30 番 図表 2－ 15　Web ページ ID34 番












図表 2－ 16　DEMATEL による到達ページ分析に関する結果














































































カート精算率＝ 100 × 
ショッピングカート投入件数 32）
 セッションスタート件数
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図表 3－ 2　分析内容とそれを示すグラフの図表番号対応
図表 3－ 3 図表 3－ 4
図表 3－ 5 図表 3－ 6
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図表 3－ 7 図表 3－ 8
図表 3－ 9 図表 3－ 10
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年 4月 4日から 2004 年 5月 31日までの 80,907 件のアクセスログである。
　Firstセッションは，当該Webショップに対するユーザーによる 1回目の




～図表 3 － 18 に示してある。図表 3－ 3 ～図表 3 － 18 までのグラフ中の
図表 3－ 11 図表 3－ 12
図表 3－ 13 図表 3－ 14
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ドットはスタートセッション件数が 50 件以上あったスタートページを示し




　また，図表 3－ 9，3 － 10，3 － 17，3 － 18 ではグラフ中に 45 度線が引
いてある。この 45 度線の左上に位置するスタートページは通常存在しない。
図表 3－ 17 図表 3－ 18
図表 3－ 15 図表 3－ 16






3－ 5－ 1．First セッション
















ていないことが図表 3－ 9から読み取れる。また，図表 3－ 4と図表 3－ 5，
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3 － 5－ 3．First セッションと Followed セッションの比較








































図表 4－ 1　Web サイトの管理作業と作業主体






































てこれを明確に定義しているものが見つからない。ハンソン（2001）の p. 34 で
は，以前のマーケティング，テクノロジー，経済の3つの共通部分としてインター
ネットマーケティングの領域を規定し，これが成功するマーケティングを理解
するためのフレームワークであると記し，同 p. 84 では「ネットワークを利用
したマーケティング」と記している。また，井上哲浩等（2007）の p. 2 では「Web
マーケティングとタイトル付けされたインターネットマーケティングを…」と
いう表現でWebマーケティングとインターネットマーケティングを同一視し














 3） 博報堂 DYメディアパートナーズ（2010）を参照。15 ～ 69 歳の男女に郵送法
で行われた調査で，2004 年から継続的に実施されている。インターネットの利
用時間が増加する一方で，雑誌の利用時間は 2008 年に 35.2 分，2009 年に 31.1
分，2010 年に 28.7 分であり，減少傾向が読み取れる。
 4） Rayport and Jaworski（2000），pp. 114–117 を参照。
 5） 里村（2007），拙著（2006，2011）を参照。
 6） 後に図表 1－ 1で詳述。
 7） Hyper Text Markup Languageの略で，Webページを記述するためのタグ埋め
込み型言語。ISO規格になっている。一般の文書については SGML（Standard 
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 10） 従来は Perl，近年は PHPというコンピュータ言語で作成されたプログラムが
多い。他に，C/C++，Javaなどで作成された外部プログラムもある。
 11） Oracle Database, PostgreSQL, MySQLなどのデータベース管理システムが有名。













 18） 村上知紀，手崎佳充（2009），p. 41 を参照。
 19） 前掲書，p. 53 を参照。
 20） 前掲書，p. 55 を参照。






 23） ここで試験的に分析対象としているアクセスログのデータは，実在する IT企
業のもので，2004 年 3 月 11 日から同年 6 月 30 日までにアクセスのあった
9629 件で構成さている。当該サイトは 38 ページで構成され，各ページを起点
としたセッションの件数がスタート件数として記してある。
 24） DEMATELは Webページの遷移を分析するだけのモデルではない。様々
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な現象の状態遷移を分析する一般モデルである。詳細は木下栄蔵（1996a, 
pp. 224–235），同（1996b, pp. 157–172）や拙著（1992）を参照。









 28） 当該Webショップに初めて訪れたときのセッションを Firstセッション，リピー
タとして 2回目以降に訪れたときのセッションを Followedセッションと呼ぶ
ことにする。
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行列演算言語 Octaveを用いてプログラミングした。また，計算結果のグラフ化には
Open Officeを利用した。これらの作業は Ubuntuディストリビューションの Linux上
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